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２０１４ 

７ 

平成25年11月 桜島の大噴火を想定し、 
九州八県の赤十字が合同で救護訓練を実施。 

救護訓練 
（桜島の大噴火を想定し、九州八県の  
 赤十字が合同で救護訓練を実施。） 

救急法などの講習普及 

（ワールド・ファースト・エイド・デイ） 

地域奉仕団による 

非常炊き出し訓練 

 

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 
平成25年度一般会計決算報告 ２・３ 

災害時の救護所を親子で体験 
復興支援「サツマイモ」植え付け完了 

４ 

電子カルテ導入についてのお知らせ （鹿児島県赤十字血液センター） 
「しあわせの花 すずらん」をいただきました（鹿児島赤十字病院・特別養護老人ホーム錦江園） 
韓国より研修団が来園しました （特別養護老人ホーム錦江園） 

5 

イベントのお知らせ 「第5回親子ＤＥチャレンジ！水辺のレスキュー」 6 

月号 



国際活動のために 

80円 

将来の災害への備えと 

設備整備などのために 

15円 

市町村における 

赤十字活動のために 

95円 

＜災害救護活動＞ 

被災した方を救うために 
 

 自然災害や大事故などが発

生した場合、被災地にいち早く

医療救護班を派遣するととも

に、ストレスの軽減などこころのケ

ア活動も行います。 

 また、平時から災害に備えるた

め、県下に約3,900枚の毛布

や緊急セットなどの災害救援物

資を整備し、風水害や火事など

の被災者にお届けしています。 

 平成25年度は、奄美諸島を

襲った台風24号の被災者など

に災害救援物資をお届けしまし

た。また、九州八県の赤十字が

集まり、桜島の大噴火に備えた

合同救護訓練も実施しました。 

3,900 
枚 

救護看護師 

養成のために 

10円 

災害救護活動のために 

50円 

赤十字運動の運営と 

推進のために 

110円 

※この外に、老朽化に伴う施設の改築のために、  
 医療事業と社会福祉事業に対し、積立資金から   
 繰り入れて合計３億円を支出しました。 

緊急セット 

九州八県支部合同災害救護訓練 
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＜国際活動＞ 

世界で紛争や災害で 
苦しんでいる人を救うために 

 世界189の国際赤十字の一員として災害や紛争で被害を受けた人々の

救援活動や、医療・保健・衛生分野での知識の普及、生活環境の改善な

どの支援を行っています。 

189 
の国と地域 

フィリピン台風災害 
（被災者を診療する保健医療チーム） 

フィリピン台風災害 
（保健医療セットを配付） 

皆さまからお寄せいただいた活動資金は皆さまからお寄せいただいた活動資金は皆さまからお寄せいただいた活動資金は   

このように使われました。このように使われました。このように使われました。   

赤十字思想普及のために 

65円 

献血・ 

社会福祉のために 

5円 

  ＜講習普及事業＞ 

人間のいのちと健康を守るために 
 ＡＥＤの使い方や心肺蘇生などを学ぶ「救急法」、水の事故から身を守るための「水上安全法」、高

齢者の支援に役立つ介護技術を学ぶ「健康生活支援講習」、子どもの事故防止と手当、病気への対

応を学ぶ「幼児安全法」を行っています。 

 平成25年度は、県内で16,707名の方が受講しました。 

16,707 
人 

救急法講習 水上安全法講習 健康生活支援講習 幼児安全法講習 

救急法など 

講習会のために 

25円 

赤十字奉仕団・ 

青少年赤十字育成のために    

           45円   

３ 

＜赤十字ボランティア＞ 

社会貢献をするために 

 赤十字の活動は、ボランティアの方々に支えられています。 

  地域に根付いて活動する「地域赤十字奉仕団」や、専門技術や特技を生

かした「特殊赤十字奉仕団」などがあり、県内では75団、28,032名の方々

が様々なボランティア活動を行っています。 

28,032 
人 

＜青少年赤十字（ＪＲＣ：Junior Red Cross）＞ 

「命の大切さ」を学び、 
「思いやりの心」を育むために 

 県内の幼稚園・保育園・小中高、特別支援学校あわせて461校の加盟校
（園）で、71,161人の子どもたちが「気づき・考え・実行する」を態度目標と
して地域でのボランティア活動や、海外の青少年赤十字メンバーとの国際交
流などを行っています。 

 

461 
校 

非常炊き出し訓練を行う 
地域赤十字奉仕団 

非常無線訓練を行う 
赤十字アマチュア無線奉仕団 

青少年赤十字 
リーダーシップ・トレーニング・センター 

海外派遣事業 
（ベトナムでマングローブの植林を体験） 



 

 

赤十字運動月間周知イベント 

災害時の救護所を親子で体験！ 

 4月26日（土）・27日（日）、鹿児島本港区北ふ頭芝生公園（ドルフィン

ポート前）にて開催された「かごしまマンモスフリマ2014春」に、赤十字体験ブー

スを出展しました。 

 赤十字活動へのご理解と活動資金へのご協力を呼び掛ける５月の「赤十字

運動月間」を前に、県民の皆さまに、赤十字の活動をもっと身近に感じていただ

こうと始まったこのイベント。  

 ２回目の出展となる今年は、赤十字の事業として最も重要な事業のひとつで

ある「災害救護活動」をテーマに実施したところ、2日間で約1700人が来場。赤

十字のユニフォームを身にまとい、リアルに再現された救護所で簡単な応急手当

や担架搬送などを体験しました。 

  特に人気だったのが、赤十字の救急車。救急車の中がどうなっているのか、スト

レッチャーで運ばれるとどんな感じがするのかなど、普段は出来ない体験に、 「子

供が医者になりたがっているので、良い経験をさせられてよかった」との感想をいた

だくなど、大好評でした。 

応急手当の体験 

ストレッチャーで搬送の体験 

おいしいおイモで被災地に笑顔を！ 

復興支援「サツマイモ」植え付け完了！ 

畑をバックに参加者全員で記念撮影 

４ 

 5月24日（土）、鹿児島県青少年赤十字賛助奉仕団が、東日本大

震災により被災した子どもたちに届ける復興支援「サツマイモ」の植え付け作

業を行いました。 

 この活動は、「鹿児島のおいしいサツマイモを食べて、被災地の子供たちに

笑顔になってほしい。」という想いをもとに、団員自らが出資し、畑を借りて育

てた「サツマイモ」を被災地の子供たちに届けるもので、今年で3年目となりま

す。 

 福島県、宮城県に続き、今年は岩手県の子どもたちに、応援メッセージを

添えて届ける予定です。 

 また、鹿児島と被災地の子供たちの交流のきっかけにと、青少年赤十字

加盟校でボランティア活動の盛んな吉野中学校の生徒たちも、植え付け作

業に参加しました。 

 

※青少年赤十字賛助奉仕団とは 

昭和47年に「賛助会」として発足後、平成14年から「賛助奉仕団」として活動。県下の

学校教育経験者等によって構成され、青少年赤十字の普及、加盟促進（青少年赤

十字加盟校：461校 平成26年3月31日現在）に協力し、青少年赤十字の発展、

啓発に寄与すると共に、日本赤十字社鹿児島県支部の行う事業に協力することを目的

としています。 

植付作業に汗を流す奉仕団と吉野中の生徒たち 

 

 

鹿児島県赤十字血液センター 

電子カルテ導入についてのお知らせ 

 平成２６年５月14日より順次、全国の赤十字

血液センターにおきまして、“電子カルテ”を導入して

おり、九州ブロックの赤十字血液センターでは、平

成26年5月28日から導入いたしました。 

 今まで献血バスでは、手書きにて問診票の記入

をお願いしておりましたが、電子カルテの導入に伴

い、献血のできるすべての会場（献血プラザかもい

けクロス・献血ルーム天文館・献血バス）で、タッチ

パネルを使用して問診に回答していただくこととなり

ました。 

 大幅な運用方法の変更により、皆様にご迷惑を

お掛けすることもあるかと思いますが、何卒ご理解、

ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

問診票 

タッチパネル 

５ 

鹿児島赤十字病院・特別養護老人ホーム錦江園 

「しあわせの花 すずらん」をいただきました 

 ANAグループより今年も北海道千歳市近郊で咲いたすずらんの花と、

すずらんの香りのついたしおりをいただきました。 

 6月11日、鹿児島赤十字病院と特別養護老人ホーム錦江園におい

て贈呈式が行われ、鹿児島県出身の客室乗務員の方から入院患者と

入居者ひとりひとりにしおりが直接手渡されました。 

 すずらんの花言葉は “しあわせ” “幸福の再来” 

 その言葉どおり、受け取った方々も素敵な笑顔になりました。 

 特別養護老人ホーム錦江園 

韓国より研修団が来園しました！ 

 6月23日、大韓民国から尚志（サンジ）大学大学院の研修団の

みなさまが来園されました。 

 日本の福祉制度や福祉施設の現状などの調査のために来日したも

ので、錦江園内の見学や園の概要説明など、2時間程度の来園でし

たが、多くの質問があり、みなさんの関心の高さがうかがえました。 

 これからも国際交流が続くことを期待しています！ 
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☎０９９(２５２)０６００ 
URL：http://www.kagoshima.jrc.or.jp   E-mail：shibu-rc@po.minc.ne.jp 

 日赤鹿児島県支部 検索 

お 知 ら せ 

心肺蘇生やAEDの使い方を学ぼう！ 
ワールド・ファースト・エイド・デイ 2014 
毎年9月の第2土曜日を中心に、世界の赤十字で実施されるイベント！ 心肺蘇生やAEDの使い方を気軽に学べます。 ぜひご家族やお友達と一緒にお越しください。  

開催日：9月7日（日） 10：00～17：00       場所：オプシアミスミ鹿児島 1階中央イベント広場 参加費：無料 

 

看護師を目指している高校生のみなさんへ 

日本赤十字九州国際看護大学  

鹿児島県支部長推薦生（奨学生）の募集！ 

将来、鹿児島県内の赤十字施設で看護師として社会貢献したい 

学生のために、日本赤十字社鹿児島県支部には奨学金制度が 

あります。 

まずはオープンキャンパスに参加してみよう！ 

開催日：①7/27（日） ②9/28（日）       

場所：日本赤十字社九州国際看護大学（福岡県宗像市） 

 

海やプールなどで
子どもの命を守る

！ 

親子DEチャレンジ！水
辺のレスキュー 

水の事故から身を
守る知識や技術

を親子で楽しく学
べます。 

夏休みの自由研
究にもお勧めです

。 

開催日：8月2日（土） 午前・午後の回
（各2時間） 

      午前/10：00～12：00 

      午後/13：00～15：00 

場所：レインボー
ビーチ（鹿児島市

桜島横山町） 

対象・定員：県
内の小学生およ

びその保護者 

         午前・午後 各30組60名（先着） 

※可能な限り保
護者の方も一緒

に海にお入りくださ
い。 

参加費：無料 

申込期間：7月1日（火）～7月24日（木） 


